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「よく考え よいと思ったらすぐやる」

５月の全校朝会で、子供たちにトイレのスリッパについての話をしました。トイレを使用すると
きにスリッパがそろっていると、とても履きやすくて気持ちのよいものです。逆にスリッパがそろ
っていないと、急いでいるときになかなかスリッパが履くことができずに大変困ります。自分の
次にトイレを使う人が気持ちよく使えるように、やさしい気持ちでスリッパをそろえたいですね。
そのためにもスリッパが並んでいる・並んでいないに気が付き、その時、どうしたらよいかを自
分で考え、自分がよいと考えたことを実行できる神川の子供たちになってほしいと語りました。
そして次の言葉を紹介しました。

はきものをそろえると 心もそろう
心がそろうと はきものもそろう
ぬぐときにそろえておくと はくときに心がみだれない
だれかがみだしておいたら だまってそろえておいてあげよう
そうすればきっと 世界中の人の心もそろうでしょう

＜長野市円福寺の住職・藤本幸邦（ふじもとこうほう）さんの言葉＞

スリッパや靴をそろえるといえば、「躾（しつけ）」という言葉が頭をよぎります。
教育哲学者の森信三さんは、「躾の三原則」として、「あいさつ」「返事」「はきもの」の

３つをあげています。
「躾（しつけ）」とは，漢字で表記すると「美」しい所作が「身」に付くと書きますね。つま

り、「躾（しつけ）」を言い換えれば、礼儀・作法の習慣化です。
礼儀・作法は、お互いが気持ちよく生活するための思いやりの所作です。お互いが気持ちよく

生活できると、自分も周りの人も幸せに生活することができます。
そのために、大人は子供たちに、人を大切にする「思いやりの所作（躾）」を教えるのだと思い

ます。

【躾（しつけ）の三原則】 森 信三
１ 気持ちのよいあいさつをします。

あいさつには「おはよう（ございます）」「お願いします」
「ありがあとう（ございます）」「失礼します」「いただきます」
「ごちそうさまでした」「こんにちは」「さようなら」があります。

２ 「はい」と大きな声で返事をします。
３ 履き物をそろえ、席を立ったら椅子を入れます。

トイレのスリッパや靴箱のくつ等をそろえます。

これらの三つの躾を「つ」のつくうちに身に付けておくことといわれています。「つ」のつくう
ちとは、「１つ（ひとつ）、２つ（ふたつ）、３つ（みっつ）・・・・８つ（やっつ）、９つ（ここのつ）」、
つまり、９歳までにということです。そして、この三原則を言葉で伝え、子供にさせるだけでなく、
保護者（大人）自らが率先して行動で示すことが大切だと提唱されています。
躾が身に付くと、素直な気持ちになり、心の受け入れ態勢が整うと言われています。躾が身に

付いた子供は、意欲的に学び、吸収し、伸びていくことができるとも言われています。
躾は「し続ける」とも言います。学校と家庭・地域が連携しながら、取り組んでいきたいと考え

ます。子供たちが他者を大切にして気持ちよく生活できるよう、「生きる力」をつけていきたい
と思います。御協力をよろしくお願いします。

＜違いは？＞ ＜神川小学校Facebook＞
↓ 子供たちの日々

＜どう思う？＞ の活動の様子を公

↓ 開しています。ぜ

＜何ができそう？＞ ひご覧になってく

↓ ださい。

＜よし、やろう＞




